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	 行 事 名
	甲山森林公園・研修会

	実施日時
	平成２８年４月１４日（木曜日）１０時～１５時分　　　天候：晴れ

	場　所
	甲山森林公園内

	テーマ
	甲山森林公園の早春の植物観察

	講師
	児玉勝久講師

	参加者数
	３７名

	内容
（項目と概要）
	新入会員を迎え、本年度初回の研修会を行った。
新年度の研修会の幹事として、児玉（専任）、金澤、筒井（欠席）、村田が挨拶。

児玉講師による今月の樹「モチツツジ」の説明では美しさ、植生との関連、特にその粘質とそれにまつわる虫たちに関する説明があった。
次に「春の樹木の生き様」についてプロジェクターを使い詳しい講義を受けた。
特に、本来の冬芽とは、休眠する越冬芽のことであり、休眠しない越年芽とは分けて考える必要があること。またケヤキは展葉の順序として、花をつける短枝に小さな枝葉が開き、遅れて花のつかない長枝に大きな葉が開く、秋には短枝は実をつけて枝ごと落ちる（昨年は少なく今年は多い）。などの解説があった。
続き、飯盛さんから、シニア自然大学校・展葉フェノロジー調査会の一環としてのＭＮＣの調査活動についての説明があり参加の呼びかけがあった。

その後野外観察に出かけた。コースは（管理事務所～西入口～野外ステージ～彫刻の道～展葉フェノロジーの調査場所～展望台～みくるま池～管理事務所）
座学で解説のあったケヤキの短枝を事務所前で観察。短枝には小さな葉が開き花が咲いている。雌花は枝先。花が付かなかった短枝もあるがこれは長枝に変っていく。モチツツジはこれから、マルバアオダモは満開（雌雄別株、花弁は４枚、雄花の雄蕊は２本など、なかなか分かりにくい）。展葉と同時に花をつけるアラカシ（互生ではあるが２列互生ではなく２／５型葉序、ブナ科共通）。仮軸分枝しながら順次開葉するヤシャブシ類。満開のザイフリボク。アオグス・アカグスの違い。ツルグミ。イヌシデ。カエデの花。ヤマモモ。モチノキ。セイヨウバクチノキの花。　
飯盛さんにより展葉フェノロジーの調査場所の見学。関西電力や公園の都合で切られてしまう観察木があったりの苦労話をお聞きした。
その後、展望所経由で、カスミザクラの花、コナラの若葉の白さ、ネジキやリョウブの冬芽が転じた若葉の美しさ、カマツカのか細い葉と蕾などを観ながら、自由観察スタイルでみくるま池を経由して三々五々おしゃべりしながら公園事務所に戻り、ファミリー観察会、山歩会からの連絡事項等のあと清掃して解散。
昼食後のミニ研修は藤野さん達の「新学期が始まった」で、血液型別にグループに分かれ、都道府県探しゲーム後、出身地のお国自慢スピーチなど、賑やかに進んだが、３００名を超える学生グループの予約を知り、早々と会場を明け渡した。
＜資料＞今月の樹「モチツツジ」（児玉）
早春の樹木の生き様と観察（改訂版、児玉）

	まとめ
感想
	カスミザクラの白い花が見事に満開しているのを、昼食場所の広場から観察できた。その他、マルバアオダモ、ザイフリボク、セイヨウバクチノキなど、この季節ならではの白い花を観ることができて、よかった。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
